
● 雪はブドウ栽培の脅威です。これまでに

大雪に見舞われる度にブドウ棚が倒壊

し、栽培面積が大きく減少しました。 

● 最近はせん定を早めに終わらせて棚への

負担を軽減させる農家が増えました。 

● この他、予め天気予報に気を配り、支柱

立て等の事前対策が重要です。 

● 甲府では日平均気温が３～４℃以下の日

で雪またはみぞれが認められます（図）。 

● 日平均気温は１日が終わる頃でないと正

確には分かりません。さらに日最高気温

７～８℃以下の基準を加えると、雪また

はみぞれの予測確率が高まり、一応の目

安になります。 

● 生物の細胞内では遺伝子を構成してい

る DNAが一旦 mRNA に書き写され、タン

パク質が作られ、生命が維持されます。 

● この時に相応な siRNAを加えると mRNA

が分解等を起こし、タンパク質を作れな

くなる RNA干渉が発生します（図）。 

● この現象を基に主にウィルスやがん等

の医療面への応用研究が進んでいます。 

● 農薬分野では、遺伝子レベルで特定の害

虫だけに作用して死に至らせます。環境

への影響が少ない殺虫剤の開発につな

がると言われ、開発が期待されます。 
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雪になるか、雨になるか 

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

ＲＮＡ農薬の開発 

■中央支所     TEL：0553-22-5056     ■北部支所   TEL：0551-23-1111 

■南アルプス支所  TEL：055-282-0443        ■富士支所   TEL：0554-45-6611 

山梨県農業共済組合 

■本所 甲府市宝 1-21-20  TEL：055-228-4711 山梨 

図．日平均気温、日最高気温と降雪の関係（甲府） 

2012～2021年の 1,2月の降水日を解析した結果 

図．mRNA干渉によるタンパク質生成阻害の主な概要 


